
エプロンアドバイザー 学校レポート 
学 校 名 見附第二小学校 実 施 場 所 杉沢の森 

実 施 日 ６月 6日（木） 参加人数 ２８人 作 成 者  T 

題   名 「杉沢の森」探検 

 

 見附第二小学校では、毎年、地域の森、「杉沢の森」に先生方と子どもたちで学校から歩いて探検に行く、子どもたちが楽しみにしている行

事があります。令和 6年度は…晴天！！もうここまで行事の晴天が続くと、この先もずっと何でも上手くいく気分になりますね！ 

6年生が中心となり、到着してすぐに探検を始めていた子どもたち。私が少し遅れて到着すると「この葉はさわらないでくださいね。」と一

言。私が不思議そうな表情をしたからか、「さわるとかぶれるよ」と子どもたち。校長先生が「その葉は漆なんです」と教えてくださいました。

事前学習や先生のお話をよく聞いていたのですね。 

ビオトープ、東屋、ブナ王…と見付けたものにシールを貼りながら探検。どの子に声をかけても「チョウがいない～！」との返答が。でも、

その後、広場でどの班もチョウを見付け満足そうでした。帰るまで時間が少しあまり、おおまかに鬼ごっこチームと休憩チームに分かれ、元

気いっぱいに過ごす子どもたち。その側にはニコニコの優しい先生方。本当に少人数ならではの温かい空気につつまれ過ごす第二小の一日を、

うらやましく感じるマンモス校出身のＴでした。 

 少し高いところに上がりたい 1・2年生をそっと助けてくれる 5・6年生。塩分タブレットを落として困ってる子にすぐ声をかけてくれる

6年生。集合だと聞き、すぐに自分の班に集合をかけ、近くまで低学年の子どもを呼びに行ってくれる 6年生。入学したころから知っている

私にとっては驚きばかりです。本当にかっこいい高学年になってくれました！これからの行事もとても楽しみに成長を見守らせていただきた

いと思います。 

＜Ｐ・Ｓ＞高い所に上がることを助けてもらった子は、「5・6年生、お兄ちゃんより優しい♡」とニコニコ。でもね、塩分タブレットを落と

したことに気付いて 1番に拾ってくれたのはお兄ちゃんでした。きっと、やっぱりお兄ちゃんも優しいな♡と思ったことでしょう。 

 



 


